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びわ湖の生いたち

稲井信雄(元所員)､

1.まえがき

地質ニュｰス近畿特集(267号)にロｰカル的な地質

情報を記述したが今回もその一部としてびわ湖をと

りあげた.海をもたない県といわれる滋賀県に海とよ

びたいほどの広さをもつ湖沼びわ湖は緑の山なみをめ

ぐらし水面には夢想の雲を浮かべる天恵の自然景観と

それを彩どるゆたか租文化を保存するわが国最初の国

定公園として指定された.このびわ湖は堅固～守山に

かけられたびわ湖大橋の地点で大きくくびれこれを

境として北湖と南湖にわけられている.北湖は今なお

湖としての性格を備えているが南湖はすでに沼のよう

柱状態にある.湖沼科学的な面からみてもまことに貴

重な価値をもっているといえよう.さらに湖の推定年

令は500万年以上といわれ湖周辺の山々や湖岸段丘

が示す複雑な地形や地質氷河時代から湖中に住みっい

たといわれる生物の遺存種びわ湖だけに住む生物さ

らにナウマン象の化石が物語る日本列島の成因など数

多くの学術的研究の宝庫として注目されている(写真1

㈩�

このように自然に恵まれたびわ湖は詩の国絵の国

としてうたい面かれ祖がらもびわ湖総合開発事業

として洪水調節砂防ダム電源開発地すべりなど

の治山治水水環境の問題に及ぶにいたった.1976年

1!月近畿6庫県が一体となって｢琵琶湖淀川環境会議｣

がびわ湖々上において開催された.琵琶湖淀川の水

をとりまく総合的粧水環境の問題について関係府県の

各知事市長などカミ広く意見を交換し豊かな人間環境づ

くりをすすめようとした.このようにびわ湖は行政的

にも大きく近畿全域の問題として嘱目されるように校つ

淀.そこで果してその総合開発事業はびわ湖にま

つわるr保全｣を約束してくれるだろうか.何か味げ

ない人工湖へとかりたてられてゆくような気がしてな

らない.このような不安を最小限にとどめるためには

行政的な処置も必要であるがそれ以上にびわ湖その

ものの姿を知ることにあると考える.

筆者はいまぴわ朔を身近かにみているので地域地質

の一環としてびわ湖を知るためにはまずびわ湖の自

然とその生いたちをさぐりこれを書いてみることカミｰ

審理解し易いことと考えてここにペンを取った次第

である.

そこでその内容がまとまりのない断片的なものであ

っても要はこの一片カミびわ湖の過去から現在へ現

在から未来へと移り変って行く姿の一騎として写し出さ

れれば幸いである.そしてびわ湖の自然に興味をもっ

て読んで下さる方々に多少校りと参考に租れぱと願

っている.

写真1びわ湖の姿(滋賀県観光連盟資料より)

写真2堅田一守1⊥1脚こ架せられたびわ湖大橋�
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写真3

琵琶湖南部信楽地区に分布す

る花開岩のノ･ゲ山大戸川東

方桐生辻付近

2.びわ湖の姿

地学的概況

目本最大の湖であるびわ湖の生いたちは日本の湖の

なかでもっとも古く遠く第三紀末の鮮新世にさかのぼ

るといわれている.この歴史をさぐるためにはびわ

湖周辺の地層のなりたちをしらべる必要がある.なぜ

ならぱびわ湖周辺の丘陵地や段丘地域には昔のぴわ

湖の湖底や音のびわ湖に注いでいた河川底に堆積した

土砂か地層となって広く分布しこれが各地に崖となっ

て点在している.これらの崖は昔のびわ湖の生いたち

を知る絶好な材料を提供してくれる.

びわ湖に注ぐおもな河川安曇川姉川愛知川野

洲川などのもつ三角州はもっとも典型的な堆砂の地形を

示している.延びてゆく堆砂のためにびわ湖は過去

数十万年の間にその面積を縮少していった.後背地の

山地はそれぞれ違った岩質や独自の構造運動をもち

またびわ湖内にはいくつかの島がある.それらか

びわ湖の堆積盆地の地質をより複雑なものにしている.

たとえぱびわ湖が酉におしよせられてひずんだ形を

しているのはおそらく古期岩類即ち古生層におよぶ

構造運動に求めることが出来るだろうしさらに他の原

因は南東に偏在する花開岩類によるものだろう.花陶

岩類は古生層の岩類より風化に対して抵抗が少校くそ

のため多量の流出土砂を押し出し陸地を構成する力が

大きい.点在する島は盆地内に堆積する土砂を比較的

不規則な形にするばかりか地形の変化とともにひず

ませる原因ともなっている(写真3).

びわ湖の自然地理

びわ湖は東経136｡がその西部を通り北緯35｡が南端

をかすめる.本州中央部の酉で最もせまい位置にある.

湖としては日本で最も古くそして最大の面積をもつ淡

水湖である.理科年表によれば水面は海抜高度85m

湖岸線の長さ188km面積674.4km2となっている.

面積はこのほかさまざまな数値が発表されており近

畿地方建設局では元大阪土木出張所が算出した資料によ

り684.69km2を採用している.これは滋賀県の3万

分の1の実測図から求めた値である.水理の目的から

はびわ湖の面積をその周囲にせまい水路でっらなっ

ている内湖の面積3Z49㎞2を加えたものを使用する

のが妥当なので71τ18km2としている.湖岸線の長

さも240kmを採用しているがこれらの値は水位によ

って実際はすぐ変化する.

湖の周りの地質

湖の水を供給し続ける山々その水を運ぶ河川や地下

水を通す湖岸平野は一体どのよう匁地質からなっている

だろうか.次の図はその状態を地質図として描いたも

のである(第1図).
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現世統

更新統

鮮新統

中新統

基盤岩類

第1表地質系統総括

古琵琶湖層灘

曾繭層灘1

1鮎何層灘1

沖積層

崩積礫層

残丘および扇状地堆積層

高位礫層

堅固累層1

甲賀累層i

伊賀累層1

北又礫層･信楽礫層

貴生川砂泥互層

小佐治泥岩層

神泥岩層

上馬杉泥岩層

永谷砂泥互層

伊賀粘土層

古生層･領家コンプレックス･花園質岩類

(地質調査所報告第231号より)

湖をとりまく高い山地は大部分が古生層でその一部

主として南部に花開岩類が分布している.これらに対

し湖をとりまく低い山地や平坦部は新生代の地層が発

達している.

山地の麓から湖岸の平野にいたる間の標高200～300

mの緩やかな丘陵地は緩く北側に傾斜した古琵琶湖

層群という未固結の礫砂シルト粘土が互層状に積

み重なった地層である.この地層については湖東

湖南湖酉で学術的研究のみならず地域開発や琵

琶湖総合開発計画によって広く調査カミ造められている.

なかでも伊賀一近江盆地を含めて構成している地層の層

序については近藤(1968)が次の表の如くとりまとめ

ている(第1表).また市原等は(1964)火山灰層や

化石をふくめて第1表の如く横山(1973)は第2表の

如く層序について説明している(第2図第2表).

古琵琶湖層群は一般にゆるやかに傾斜しているがと

ころによっては急傾斜したり断層のために切られた

りしている.これは後述する六甲変動による地殻運動

によるものであろう.ところが古琵琶湖層群堆積後の

地層はあまり激しい運動を受けることがなく段丘層や

沖積層として堆積面をそのまま保存している.この

新しい地層については琵琶湖再開発調査によって土質

的にも調査研究が進められているのでびわ湖の生いた

ちの項で調査の成果を加えながら説明してみたい.
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第2図

地質柱状

*高谷氏による区分

**横山氏らによる区分

図(市原実亀井節夫1970)�
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策2表琵琶湖の自然吏

�地�����

放射年代�質��古琵琶湖層群���

�年��の累層区分�琵琶湖の変遷�自然景観�その他

�代�����

����現在の琵琶湖時代�現在とほぼ同じ�

�第����一一一一一'L■■一■一■一1'''''■'■■1�

�四�����六甲変醐媛盛期

���堅���

万年�紀����現琵琶湖地域に現在よ�琵琶湖盆の縮小

']oo一���旧�現琵琶湖.盆��

�更��累�形成期�リはるかに大きい湖盆が�

�新��層��あつた�

�'1吐��蒲�現琵琶湖盆�現琵琶湖地域が沈降しは�莉趾･伽11閉陸化

200･��古�三ぽ�発止湖�じめる�

���累��蒲生･佐山地城に立派な�(鈴魔山脈の崎起〕

��琵�層��湖ができた�古淑副11の形成

��琶����

�第��佐山累層�古期湖盆時代�現琵琶湖地域はまだ浸食�現琵琶湖湖水位

300��湖��〔苛榊三･休山湖畔代)�山城であったと思われる�古水流の逆転

�一''�����

��層�恢���

�紀�����

��聯�賀��山地と盆地の対立がはヒ�

�鱗��汕�古期湖盆発生期�ま1〕淑ヒ･佐｣11地域に�

4①o�新��口�(伊貫湖雌代)�'湖が発生し伊賀地方は�

���累��平地となって陸化した�

�11叱��層���

���一���

���脇が原��山形は比較約平｣呵でと�

500���累胴�湖の兜ト以前�ころどころに小さな湖盆�

�����があった陶土断が』龍械�

〔日本地質学会第81回(1975)巡検案内書より〕

3.研究略史

京都大学の故中村新太郎教授は昭和4年頃びわ湖

湖西湖南地域の丘陵地を構成している砂礫や粘土か

らなる地層を調べ古琵琶湖層となづけた.古琵琶湖

層は現在では古琵琶湖層群とよばれている.昭和8年

頃大阪市立大学池辺教授(現在大阪市立大学名誉教

授)､は湖東の土山や甲賀地域の段丘層の古琵琶湖層群

更に第三紀中新統の鮎何層群を調査してこれをまとめた.

戦争中から終戦頃まではびわ湖周辺の新しい時代の

地質について余り関心がもたれてい恋かったが戦後

亜炭を求めて調査が行なわれるように狂った.しかし

いずれも断片的な調査に過ぎなかった.昭和30年頃か

ら第四紀に関する研究者の努力によって調査研究は進

展したが何分にもびわ湖周辺の砂礫粘土の分布が

広大な地域であること鍵層の決定鍵層の追跡がむ

づかしいことから調査は敬遠され勝のようだった.

昭和35年頃高谷好一博士(当時京都大学大学院)が

精力的に広い範囲の調査を行ないその成果を京都大学

紀要に発表している.これに前後して京都大学亀井

教授石田教授大阪市大市原教授滋賀大学立川教授

立命館大学横山教授その他の地質研究者によって古

琵琶湖層鮮や沖積層について各種研究成果が発表さ

れるように至った.

筆者は最近学士会会報977-1(Nσ734号)で京都大

学助教授堀江博士の｢琵琶湖ボｰリングによる地球年代

学的研究｣と題する論文を拝見した.この論文は琵

琶湖の特性として明治以来今村明恒小藤文次郎

小川琢治大森房吉その他多くの諸博士が本地域の各

分野における研究の重要性を論述され以来生物学的

分野からもまた地球的規模で襲来した氷期(氷河時代)

の影響を受けながら自然環境変遷の証跡が約500万

年以上絶えることがなく積り続けこれが堆積物中にそ

っくり残されており重力異常の存在やその他の資料

から判断して2,000m程の厚さの堆積物が存在してい

ることが考えられると述べている.

そして著者が研究対象としている野洲川三角州上で

掘さくされた深層ボｰリングのコアを研究テｰマとして

その研究成果を中心として日本科学者の主導のもとに

国際学術交流のチャンネルを作り遠隔祖各国とも研究
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第3図

一μ洋中国準平原の形成

(古第三紀7000～

4000万年前
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情報の交換を密にして相互の学問的刺激を促進しよう

としている.そしてやがては湖底をより深層まで掘り

抜いて500万年にわたる堆積の記録をそっくりとりあげ

てびわ湖初期の海洋時代から淡水時代にまたカミる記

録を研究しようとする計画が検討されていると報じて

いる.これはびわ湖堆積研究の鍛近の勤行とみてよ

いだろう.

乱びわ湖の生いたち

びわ湖の挺生

びわ湖の誕生を理解するためには第三紀中新世から

さらに第三紀の初めにまでさかのぼって中国準平原の

形成目本列島の原形の形成瀬戸内海の誕生にまで

たちいたらなけれぱなら狂い.これらについては市原

カミきわめて解明しやすく図解をしている(1964;びわ湖

の生ヒ･たち:科学の実験15)

以下市原の図をおかりして多少土質的な面を加乏な

カミら説明を進めたい.

新世代中新世にはいると六甲山南部と鈴鹿山地付近

にかけて湖を生じた.そしてこの東西に長い堆積盆地

は急速に拡がり岡山県津山から美濃東部にまたがる海

へと発展する.ちょうど現在の瀬戸内海に似た東西に

長い内海である.しかしこの海の寿命は比較的短かく

海は後退し近畿は再び陸地と化した.そしてこうし

た中新世の内海はあきらかに次に来る鮮新世堆積盆地の

前ぶれであった.古い堆積盆地をあたかも反復するか

の如くほぼそれに似た地点に数ケ所湖を生ずるよう
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第5図第1瀬戸内海の形成(第三紀中森世の中

ごろ2500万年前)
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第10図六甲変動の最盛期とそれに続く古琵琶闘面
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になった.一つは現在の淡路島から大阪平野他の一

つは伊賀上野盆地そして最後のものは伊勢である

(図3～11参照).

びわ湖誕生はおそらくこのときをもってすることが出

来るだろう.誕生直後の湖は花開岩類の基盤の上に

出来た水たまりのよう祖くぼみであり礫と時には亜

炭を堆積するような環境をもっていたようである.

当時すでに流出口をもっていたか否かは不明であるが

少校くとも現在の宇治川ぞいのものは存在しか柱かった

と考えられる.とにかく生れたばかりの湖は主とし

て南方の伊賀方面に現在するものとは異なった形で存在

していたのである.

びわ湖の北進

びわ湖はやがて膨張と北進を始めた.そして堆積環

境も砂と粘土を交えるようになった.生物の遺骸も現

生種の貝化石などを含め湖が現在のものの直接の先祖

であることを暗示しているようである.さらに地層中

に比較的豊富に発見される藍鉄鉱は現在のびわ湖で生

成されているものと同じである.この藍鉄鉱の出来方

は今のところ推定に過ぎないが湖の貝類恋どの動物の

死骸から溶けだしたリンが水中および土の中の鉄と

化合して水に溶け校いリン酸第一鉄の沈澱となりそ

れが砂や礫のすき間を埋めて出来たものと考えられる.

いずれにしても誕生後膨張して北進したびわ湖は鮮新世

写真4

喜撰山ロックフィル

ダム土砂採掘現場

���

ダムサイトより500

m南麓において古生

一個所で採掘できた

(建設工事中の写真)

K:古琵琶湖層群

B:基盤砦

後半に誕生後亜炭を堆積させた浅いくぼみではなく

現在のものにか祖ゆ似たものに扱って来たのである.

ただ当時の水域は少なくとも現在のものの2倍以上ある

大きいものであった.この湖に堆積した地層は地質学

的に古琵琶湖層群とよばれ甲賀地区蒲生地区から堅

田地区などの丘陵地として残されている(写真4).こ

うして膨張したびわ湖は鮮新世後半を通じて数百米の

地層をその湖底に堆積させたのである.
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びわ湖の縮少

古琵琶湖層群と同じ時代の地層は京都盆地や大阪平

野の周囲にある丘などにもみられこれを大阪層群とよ

んでいる.なお鈴鹿山系の東麓にある地層は東海層群

といわれている.これらは何れも鮮新世～洪積世にか

けて急激な地殻変動の影響を受けた証拠が見出される.

びわ湖堆積盆地においても同じような地史があるとすれ

ばここでも同時代に急激怒環境の変化があったことが

推定される.結果的にはそれはびわ湖の縮少という

かたちであらわれるように注った.

構造運動以前の膨張期のびわ湖はいわば平坦な四囲

の高い地形をもった大規模な湛水域であった.当時の

近畿地方の古地理を考えると次のことが想像される.

すなわちびわ湖湛水域の西側に他の大きな湖(大阪層

群堆積盆地)が存在しぴわ湖はおそらくこの湖と連絡

をもっていたものであろう.ただ二つの湖は両方とも

現在のものよりはるかに大きく起伏の少ない地形にと

りかこまれ豊かな水域であらたのである.ところが

第四紀初頃における集中的祖地殻変動はまさにこのあり

さまを急変する･それはみごとな南北性の断層をもっ

て始まる.比良山や鈴鹿山系を隆起させたのはこの時

期だろうと推定されている(第12図).この福曲運動

はいわゆる六甲変動とよばれていて変動の最盛期に断

層が形成されたのである.ゆたかな平面的なびわ湖は

四囲を急な山でとりかこまれこの時期に現在の地形

の原形が出来たのである.また同時に西側瀬戸内海

に相当する水域の連絡口も一本の河に縮少されて完全

放湖盆に独立したのはこの時期である.かくしてびわ

湖は四囲の隆起沈降とともに縮少の運命をたどるので

ある.縮少に向うときの堆積物は古琵琶湖層群の最

上部に砂礫を主体とする地層として残っている.

びわ湖の堆積期

集中的な基盤運動は四囲の山地を隆起させこれに対

応してびわ湖の流出口宇治川が現在の流路をとるよ

うに狂ったのもこの時期である.即ち瀬田から郷之口

をへて宇治にいたる古宇治川は六甲変動による山地の

隆起よりも河川の下刻のほうがまさっていたため現在

みられるよう祖山脈を横切って流れる宇治川になった.

やがて縮少運動も極をこすと再び水位が上昇し平隠な時

期をむかえた.この平隠校時期を段丘堆積期とよぶ.

段丘堆積期の初期にびわ湖は現在より数十米高い水位

をもって一時停滞した.湛水面積は現在の面積の約2

倍に達したと考える.こうして構造運動をともなわな

い単純な流出口の洗掘(先行谷)によって徐々に水位を

低下させて行くのである.この単純荏洗掘という事実

は段丘堆積という事実を残して現在のびわ湖のまっ

たく前身を示すものである.

段丘堆積期の比較的初期にあたる最高水位時代には

安曇川姉川愛知川野洲川などの大きい河川はすで

に現在に近い位置に生まれており広い氾らん原を当時

の河川敷や河口にばらまいていた.それは現在の水位

より60～80mも高い位置と推定される.

地史学的にはこの時期は洪積世に入っておりびわ湖

は漸次現在の水位の方向に進んでいた.結果的には礫

層を歓在させる河川敷や三角州をともなう河口は漸次現

在のびわ湖へ移動していく.かくして古い地形の上に

薄い礫層を連続に敷設してびわ湖はその湛水面積を縮

少することにたる.現在愛知川や野洲川などの上流河

川沿いにみごとな段丘礫層がみられるのはこうした機構

で形成されたのである(写真5).かくして洪積世に入

ると後背地から供給される多量の掃流土砂と流出口

の洗掘はプラスに相関してびわ湖の堆砂を成長させ

るのである.

灘

灘灘灘､出用｢.･､､虫屯鱗

写真5

灘一

甜凝
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一難'
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鰯

愛知川ダム付近の段丘両(ダム建設工事中に撮影したもの1965)�
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この段丘礫層の特徴としては赤褐色を呈した薄層であ

る.即ち上位より1～2mは小礫混りのシルトその

下位4～5㎜の礫層からなっている.上位のシルトは

しばしば欠け礫のみになることがある.礫径は平

均2～4cm最大15～20c㎜でやや角ばっており周辺

の基盤岩の礫が大半を占めている.マトリックスとし

ての粘土分は古琵琶湖層群のそれより少なく河川沿い

の沖積層のものに比べるとおおい.このマトリックス

は堆積と同時に出来たものではたく堆積後陸化中に一

種のラテリチィゼｰション(紐主化作用)を受け構成

物質の分離により二次的に生じ･たものであると考えら

れている.

段丘礫層は台地の上では濃い地下水の通路になってい

る.台地にある野井戸は多くこの礫層と下位の古琵

琶湖層群との境界で掘止めに怒っている.

びわ湖の沖積期

河岸段丘や三角州は連続的に進行したものでは狂い､

あるときは水位は上昇し谷が溺れまたあるときは降

下して砂州が広がった.この運動もリズミカルなもの

では校く停滞中には広いなだらかな三角州や河川敷が

生じ急激な水位降下期には傾斜の急な三角州ができた.

こうして湛水面積を縮少する方向をとり恋がら何段か

の段丘を生ずるようになった.この段丘のうちもっと

も新しいものが現在のびわ湖の周辺に隣接するもので

ありこれカミ沖積層とよぱれるものである.

沖積世に入ってからの特徴は同じよう荏堆積機構をも

ち狂がら前の段丘時期とはかなり異存る堆積物の組成

をもっている.即ち堆積物の構成要素が複雑である.

このことは礫の生成されるべき山地と掃流距離カミ長くな

った先端部ではその粒度に差を生ずるようになる.

何れにしてもその堆積構造が地形に左右されて小さ

い規模で複雑になっている.そして段丘堆積期の後を

受けて湛水面積を縮小しつつある.

沖積層の正確な基底をおさえることはむずかしいこと

と思うが本質的には段丘礫層と同様の堆積機構をもつ

■1､.

l/､､

㌧1㌻＼一.〆ノ凡例

㌻一多一,ヂ目桃粘土④多脇

汐ソロ砂洲雌成分

銅喚が主成分

051回1520亜6

｣山』一四聖盤

第13図湖周辺の土質(近畿地方建設周1966)

ており内陸部ではおそらく10～20m位ではなかろうか.

場所によって異なることは無論いえる.

土質状態は段丘礫層よりはるかに複雑である.例え

ば東海道新幹線工事調査や野洲川改修工事その他の調

査デｰタから次の三つに区分することができる(第13図).

亘礫が主要素をなす部分

礫は安曇川姉川愛知川野知川その他の河口をの

ぞく河川沿岸に分布する.層厚は10～20m現河川氾

らん厚として堆積したものである.直径20cmを越す

巨礫をもちいわゆる玉石をなす.何れにしてもマト

リックス以外は細粒度分が少桂く浅層地下水が存在す

る.この礫層は河川ぞいの堆積物であるが河口まで

存在するものではない.野洲川を始めその他の大き

愛知11
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い河川の河口部では細粒の砂粘土を主とする堆積物

に移り変わっている.

i重スクモ粘土の多い部分

スクモ粘土の多いところは米原瀬田付近に分布す

る.主要な河川より少し離れ流れのないところに堆

積したもののようである(土質図参照).スクモは大小さ

まざまのレンズ状を呈し厚さ5m横への拡がり数100

㎜に達するものがある.粘土の層も同様恋拡がりカミあ

るがそれより大型のものもある.これらは砂や礫と

かみ合って複雑な構成をしている場合が多い.スクモ

粘土はN=1～2のものカミ多く地学的には排水載

荷校との先行荷重を受けていない.したがって地下

水位の降下にともなって圧密はかなりあるものと予想

される.植物遺体の集合体であるスクモは特にめだ

った挙動をするであろう.粒度カミ存在せずふっう灼

熱減量など特殊抵方法で試験されるよう狂物質である.

i亘i砂シルト細礫が主要部をなすもの

標記は玉石地帯スクモ粘土地帯をのぞいた他の

大部分に存在する.沖積層の一般的な土質構成といえ

る(国鉄新幹線ぞいの土質断面図第14図).

野洲川河川敷改修計画調査資料をみると砂礫層中で

しばしば逃水現象カミ記録されている.場所によっては

地下水がかなり流れているとみることカミ出来る.

以上の分類はびわ湖成生過程における形態の模式的

口地下水1少//地意

�㌴

土m

第15図野州川河口地区･地下水様相図(近地畿方建設局ユ966)

なものであり三者はお互いに交錯しまたは漸移して

いる.全体としては比較的透水性のよい一層をなし

下位の古琵琶湖層灘をほぼ平坦におおっているとみる

ことカミできるだろう.

水の流出

今までのべた地層構成から水の流出は不透水性の古

琵琶湖層群をおおっている.新しい地層(段丘礫層を

含む)の薄層中に浸透しているといえる.そして透水

性の厚さは湖水域に近くなるほど厚くなる傾向にある.

しかしこれは原則的なものでこれを通す流出機構の

実際はそう簡単なものではない.たとえば上位の

透水層にしてもそれは河川ぞいとそうでないところ

では'透水係数に最低1けたの違いは出てくるだろう.

そして下位の不透水層も完全なK=0では狂い.何%

かはこの層中にも浸透しているはずである.そのう

え湖岸に近づくと透水層と不透水層との境界が不明な

ところがある(第15図).

すなわち湖岸より2～3km一程度内陸にはいったとこ

ろでは浅層地下水の大部分は河川沿いの玉石層中を流

下している.このことは不透水層の古琵琶湖層群と

透水層の沖積層ということより河川敷玉石層という

極めて透水性の大きいメクラ暗渠を考えたほうカミ現

実に適している･しかし湖岸部ではメクラ暗渠の性格

が不明瞭なものになる場合があるのでいっも適用され

るとは限らないそれは湖岸部で構成物質の粒度が小

さくなりKが激減しているからでもある.水はある

幅をもった直線的液流出経路をとらないで扇状にまた

は横方向にも浸透して行く.いいかえれば集水域の

水ははじめ玉石層という狭いメクラ暗渠中を流れ湖岸

から数kmの地点に達するとメクラ暗渠の目がつぶれ

はじ｡め透水しにくく校ゆ四周へ拡散してゆく.この

ことは主要河川の下流部では大概の場合豊富な被圧地

下水が得られることから証明される.典型的恋三角州

ならびにドツコイシヨ(自噴井戸)地帯が発達してい

るのは大きい河川にはよくその例をみるが中でも野

洲川河口付近が顕著である.ドツコイシヨ地帯は東

海道本線と河口との申聞部で(自噴井図)三角州の土質

構成のうち暗渠構造をなすのがちょうどこの部分祖の

である｡愛知川姉川安曇川その他の河川流域にお

いても大体同様な水洗を呈している.

5.貧栄養湖と富栄養湖

理科年表｢日本のおもな湖沼｣の中にびわ湖の湖

沼型Oというのカミある.Oとは貧栄養湖のことである.

比較的新しくできた火口湖が例外狂く貧栄養湖であるよ�
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うに湖の出発当時はおそらくどれも貧栄養湖であった

ろう.それがまわりの土砂や栄養塩の流入湖内にお

ける生物遺骸の堆積などによって次第に浅くなり富

栄養湖に変ってゆく.これが進むと湖は沼沢と校ゆ

最終的には陸上の生物群集におおわれるように溶る.

ところが長い地質年代を経て変化して来た日本で一番

古いといわれているびわ湖は未だ貧栄養湖である.

それは狂苦だろうか.

貧栄養湖から富栄養湖へという変遷はそんなに時間が

かかるのだろうか.他の湖の例をみるとそうもい

いきれない.びわ湖全体が今でも徐々に沈降を進行し

ているので堆積によって浅く租る速度が追いつけ粗い

のだと考えるふしもある.累進効果が高くさらに基

礎生産速度にくらべて分解速度が大きい場合には少

たくとも生物の遺骸の埋積速度は小さくとくに有機物

の堆積は少ない.こうした条件のもとではいわゆる

富栄養化は進みにくいのではなかろうか.

生物学者は貧栄養湖と富栄養湖を次のように定義づけ

ている.即ち湖の形大きさ深さ水の色生物の

種類等々湖を類型的に分けてゆくと貧栄養湖は水が

あい色ないし緑色で比較的生物カミ少なく底泥付近に

も酸素があるためナガスネユスリカが住んでいる.

富栄養湖は水が緑色ないし黄色で比較的生物が多

く底泥付近では酸素が欠乏しているためそれの要求が

少ないオオユスリカが住んでいる.

この観点からみるとびわ湖の北湖つまり大きくて

深く部分は貧栄養湖.南湖小さくて浅い部分は富栄

養湖ということになる.

実際植物プランクトンの生産速度即ち単位時間あた

り太陽エネルギｰを固定して無機物から有機物を作り

出す速度は南湖では比較的高く北湖では低い.南

湖が沼のよう抵性格にたって来たと評されるのもこ

のためであろう.びわ湖の複雑祖構成の一部がここ

にもうかカミわれる.これに加えて汚染という問題があ

るが.ここでは触れないことにする.

このように生物学的分類からみてもびわ湖の生いた

ちは単純なものでは恋い.

して堆積することになる.古琵琶湖層群やその上位の

沖積層中に火山灰の薄層が数十校狭在していることは

こうしたことに原因がある.

古琵琶湖層群の次の時代である高位段丘カミできる頃か

ら現在までの経緯はよくわから粗い校がらも一応氷

河期の変遷に伴う地層の変化ということが推定される.

その頃から第1間氷期という時代に入り氷河が解けた

ため海水面が現在より約60血も高く怒った.したが

ってびわ湖面も現在より高くなったにちがいない､

この間にできた地層は第2氷期が訪れると湖面の底下

と地盤の傾動によって陸上に姿を出し浸食作用を受

けて第1湖段と狙っていった.同様のことがその

後2回ほどくりかえされたのでそれより低位の段丘が

二つ出現した.さらに次の新しい段丘が沖積層とし

て生れているがこの段丘はなお湖中にあって見ること

は出来ない.現在は約1万年前に終った第4氷期の後

の後氷期とよばれる時代に相当し気候は暖かくまた

海水面や湖面は高くたっている.

単に水面の上昇だけではなく湖盆の沈降もその原

因と考えられているが水深約2㎜前後の沖積層面上に

は湖底遺跡が水没したまま残っている.これは後

氷期に入ってから間も溶くこの地域に住んでいた縄

文弥生時代の人たちが湖辺で生活をした跡である.

したカミって現在の湖面は約1万年ほどの間に陸に

対して相対的に2㎜またはそれ以上高くなっていること

がうなずける.

7.あとがき

びわ湖の誕生からその生いたちをその周辺の地層に

ついて地質時代という時の流れを追って変化と性質

をのべてきたがまた不充分で今後の解明をまつとこ

ろが多い.しかしびわ湖は長い間厳しい自然の洗礼

を受けた結果合目国定公園1号の指定を受けるにふさ

わしい美しい現在の姿になり得たのだということが

できる.

おわりに数ある参考書の中から主な資料を書いておく.

なお本稿をまとめるにあたって御支援と御便宜を賜っ

た地質調査所の各位に厚く御礼を申し上げる.

6.火成時代から氷河期へ

びわ湖の生いたちの過程において古琵琶湖層群の堆

積が始まった頃から地殻の変動が激しくなり瀬戸内

海や山陰地方では盛んに火山活動が活発になった.そ

れにつれて,噴火によって放出された大量の火山灰は

びわ湖周辺にも水によって運ばれたりまた空から

直接湖面に降下してやがて湖底に沫んで火山灰層と
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